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酒造好適米品種 「秋田酒こまち」の玄米収量、品質

および蛋白質含有率に及ぼす窒素施肥の影響
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1  は  じ  め に

一般的に酒造りでは高蛋自質の原料米は製成酒の酒質

が劣るとして実需者から敬遠される。そのため酒造好適

米の栽培では、低蛋自質の玄米を安定して生産すること

が求められており、「美山錦Jでは幼穂形成期の生育と

迫肥の効果について検討されている°
。2003年から秋田

県の奨励品種に採用された酒造好適米品種 「秋田酒こま

ち」は、醸造特性が極めて優れていること、「美山錦 |

並の栽培しやすさを併せ持つていることから、今後の作

付け拡大が期待されている。そこで I秋 田酒こまちJに
ついて、低蛋自質の玄米を安定的に生産するために、玄

米の収量、品質および蛋自質含有率に及ぼす窒素施肥の

影響を調査したので、その結果を報告する。

2試 験 方 法

試験は2001～2003年の三カ年にわたって秋田県農試水

稲育種現地試験圃場 (秋 田県湯沢市IL田 地区)において

行つた。試験区の構成は窒素の施肥区分で、2001年には

基肥が0 6kg/aに幼穂形成期または減数分裂期にれぞれ

0 2kg/aの 追肥をした区を設けた。2002年は基肥が04
聰れ に7葉期または9葉期に02kノaを施用し、幼穂形成

期に0 2kg/aの 追肥を行つた区と行わなかつた区を設け

た。なお、7葉期または9葉期の施肥は幼穂形成期に異な

る生育量の稲を比較する目的で行つた。2003年 は基肥が

0 6kg/aに 幼穂形成期に0 2kg/aの 迫肥を行った区と行

わなかつた区を設けた。箱育苗した苗を機械で移値し、

2001年 は移植日5月 24日 、栽植密度2066株/ポ、2002年

は移植日5月 24日 、栽植密度2006株/ポ、2003年 は移植

日5月 27日 、栽植密度1996株 /ポである。収量調査は飾

無追肥
幼穂形成期

目2 0olllで行い、稲体窒素濃度の測定はセミミクロケル

ダール法によった。玄米の蛋自質含有率はセミミクロケ

ルダール法による全窒素の測定値に595を乗じた値とし

た。試験は三カ午ともに二反復で行った。

3試 験 結 果 及 び 考 察

秋田酒こまちの収量、品質、玄米蛋自質含有率に及ぼ

す追肥の影響を表-1に示した。幼穂形成期迫肥の影響

として、玄米の外観品質が低下し玄米蛋自質含有率が増

加したが、玄米収量、千粒重には効果がなかつた。また、

減数分裂期迫肥の影響として、玄米の千粒重と蛋自質含

有率が増加したが、玄米収量、玄米の外観品質には効果

が見られなかつた。いずれの時期の追肥も収量に対して

は有意な効果が見られず、玄米蛋自質含有率の増カロをと

く)な つた。秋田酒こまちの玄米構成に及ぼす迫肥の影響

を表 -2に示した。幼穂形成期、減数分裂期いずれの時

期の追肥も整粒の害」合が減少し、平L自 粒の害1合が増加 し

た。特に幼穂形成期ではその傾向が顕著で、それが表―

1に 示した外観品質の低下につながったものと考えられ

る。秋田酒こまちの玄米の粒径に及ぼす追肥の影響を表

3に示した。無追肥区比べ幼穂形成期に追肥をした区

では玄米の長さ、幅ともに差がなかったのに対し、減数

分裂期に追肥をすることによって長さ、幅ともに有意に

伸長した。このことが、表-1に示した千粒重の増カロに

つながったものと考えられる。

秋田酒こまちの幼穂形成期における窒素吸収量と玄米

収量との関係を図-1に 、窒素吸収量と玄米の蛋自質含

有率を図-2に示した。窒素吸収量5g/濯 以下では無追肥

区で低いレベルの収量なのに対し、幼穂形成期追肥をす

ることによって収量60kg/a前 後まで増加した。また、窒
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素吸収量5g/ポ 以上では幼穂形成期迫肥の効果は見られ

なかったが、無追肥でも収量60kg/a前 後であつた。また、

空素吸収量の大小にかかわらず幼穂形成期迫肥によって

玄米の蛋自質含有率が増加した。

秋田酒こまちにおける穂数と玄米収量との関係を図 ―

3に示した。玄米収量60kg/a以上を得るためには、穂数

で300本 /ポ以上が必要であつた。秋田酒こまちにおける

幼穂形成期の茎数と穂数との関係を図-4に 示した。図

-3で示した日標穂数300本 /ポ以上を得るためには、幼

穂形成期の茎数で400本 /ぽ以上確保する必要があつた。

4 ま と め

以上の結果から秋田酒こまちにおいて低蛋白質の玄米

を安定的に生産するためには、基肥に重点をおいた施肥

法が有効であつた。特に幼穂形成期における窒素吸収量

で5g/ポ以 し、茎数で400本 /パ 以 Lあ る場合は、追肥し

ても増収が望めないばかりか玄米の蛋白質含有率を増加

させてしまうがlt■ 向が見られた。そのため、迫肥は幼穂

形成期での生育量が明らかに不足している場合を除き、

極力控える必要があると考えられる。
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